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コムギ,オオムギなどに発生する新 ウイルス,
コムギ黄葉 ウイルス
井上忠男･光畑輿二 ･都田英雄 ･日浦迎治
1971および1972年に 岡山大学L.<q･業生物研究所実験閉場のコム車に茄化および薬枯れ症
状を特徴とする病宮が多発 した.この病勤 王それ以前にも発生することが認められてはい
たが,それほど多くはなかった.1971年以降,とくに発生が多くなり, 汀オムギ, ライ
ムギ,エソバクなどにも発生が多く無視できないようになったのて,その原田について詞
鹿央験を行なった.奨験の結果によると,本病巧は主として1私のウイルスによるもので
あり,このウイルスは従来記収されたことがri:い新棟と認められた.このウイルスについ
てはまだ多くの解明すべき番がらが残〔てほいるが,本報告は本柄が新 しいウイルスによ
るものである番を 明らかにした幾つかの男験 および祝祭の結果について述べたものであ
る. このウイルスに対しては新 しくコムギ班兼ウイルス (wheatyellow leafvirus,
WYLV と略記)の名称を与えた.
発生調査,奨軌材料について秤JLの虻i:をはかっていただいた当研究所作物退伝半珊門の方々,愛
嬢取払文武駈壌琉恰跡剛毛,阿LJ県出芯試験糊情理の方Jt,およびアブラムシの同定をお願いした当
研究所河田和雄氏に深謝する.
材 料 と 方 法
電子顕微鏡朝察 ･J7イルス粒子の観察には 上として2% PTA (リンクソグステソ恨,
KOHで pH6.5-6.8)を用いた directnegalivestain法 (DN法)により標本を作成
し,時に Cr-shadow 標本も用 い た.'r_E予断徴銃は日立 HU-12を用い,PTA による
negativestain試料中のウイルス粒子状托1にあたっては 倍率 5万倍で粒子の横柄を確認
するようにした.また,粒子のらせん間隔の汎定は 1-2%ギ酸ウラニルによる negative
stain試料を用い,拡大等亮によって7-なった.病植物G!)超薄切片は 5%ダルク-ル7ル
テヒド(宴混1時け1日), 1%オスミック醸 (冷室 1時間)で病其跡片を2Irir'l･促 , ユタノ
-ル系列脱水,エポン樹脈 (Epon812:MNA:DDSA-=3:2:1)に包Ii托して瓜iTJ-させ,
Poter-Btum MT-1 ミクロ トー ムで ガラスナイフを用いて作成 した. 切片は離椴ウラニ
ル,クエソ筋錨でれ艶色して問蜘観察した.
病原ウイルスおよび接種試験 病原ウイルスを分離 した柄稚物は主として岡山大学般業
生物研究TrT内に1971年および1972年に発生したコムギである.ウイルスの分離にはキビ
クビレアプラムシ (RhoPalosiPhum maid･LS)を用い,分雌されたウイルスはコムギ (シラ
サギコム半,コムギ般林 52号)やエソJくク (PenLlck)などに移し,防虫網を張った舘内
で植え継いで保存した.アブラムシ接魅試駿はキビクビレアプラムシを用い,上記のコム
1
ギやエソ/ミクの検定柚物幼苗に接種した.所定の時間病植物上および検定植物幼苗上で加
隻.I-させたのちに殺虫して,病徴発現を調べ,必要に応 じて髄千姫徴鰍 こよるウイルス粒子
検出を行なった.
その他の実験方法は必要に応じて各袈軌戊b-J'の項で記述する.
実 験 結 果
1. ウイルス粒子
WYLV の粒子は屈曲した長いひも状である (図版Ⅱ;D).DN法で検出される粒子丘
が少ないために,十分な教のウイルス粒子についての洲定値を得ていないが,1.6-1,85p
の長さの粒子が多いようであった.PTA nega〔ives[ain試料で WYLⅤ粒子は citrus
tristezavirus,(7,10･15) carnah0nneCrOticfleckvirus(4),burdockLF'virus(3)での所
見と同様に粒子に依縞が認められ WYLV確認のEは となった(図版Ⅱ;D,E).この繊柄
は粒子のらせん構造を推測させるもので,ギ酸ウラニルによる negativesta)n試料につ
き写共での訂l洲を行なったところ,らせん閲隔ほ平均 3.4mm であった (図版Ⅱ;E).
2. 病植物葉の超薄切片観察
病植物 (自然発病およびアブラムシ接種発病のコムギ)の超祁切片像によると,舘部に
は壊死鮒胞が認められ,さらに.ひも状粒子が散在しているものや粒子集塊で充たされて
いる細胞が普通に見られた (図版Ⅱ;A,B:図版Ⅳ;A).このひも状粒子は表皮や薬肉組
織の細胞内には認められなかった.病植物伐木の一部 (自然発病コム車の一部,および
アブラムシ移しかえ接種で4日目以降の楽先だけの我化株)には球状粒子銀塊が価部の
細胞内に認められたが (図版IV;B,C), これはおそらくbarley yelow dwarfvirus
(BYDV)(6･8･1日 2･17) との混合感染,とくに後者標本は BYDV 明虫惑梁のものと考えられ
た.
3. 伝 掘 様 式
常法によりカ-ボラ./ダムを用いて各塊根物に汁液接値を,拭みた.しかし,供試したオ
オムギ,コムギ,エソバク,Chenof･odiumamaranticolor,C,qumoa,クノミコ (サムスン),
NicotuZnaglutinasa,キュウリ,ソラマメのどの植物も発病せず,ウイルスを移すことが
できなかった.
1972年に相場で発病したシラサギコム車のうち,5月1日の調査で止薬の苅化が 見ら
れた病棟 (後述7の調査区 No.2)から採種し,律 2.2mm を掛 こ大粒と小粒に分けて
播種し,徹子伝染の有無を調べた.湿室内で描槌後30rjの調査の結果,祥2.2mm 以上
の大粒から生じた386本,小粒からの252本はすべて餌全であり,WYLVの成子伝染は
認められなかった.
本ウイルスはこれまでの実験でムキヒケナガ7-I,ラムシ (Macrostphum avenae)て伝
搬されていないが, キビクビレアプラムシ (RhoPaloslj,hummaldis)により移すことが
できた.キビクビレアプラムシによる伝搬試払はまだ不十分な点もあるが,これまでに茂
つかの成iiが得られた.
獲得吸汁時間および接種吸汁時間 第 1,2表の突放紡巣によると,キビクビレアプラ
ムシは病植物を3時間以上吸汁することによって伝搬能ノJを位得し,1時IEtIの吸汁では保
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第 1来 車ヒクビL,7プラムンによる=ムギ芯-14'r:-ウイルスの伝搬 (泣得吸汁唖17.q)
芸 始 警 検 定 組 物 1 病柏2%上での3m)l汁時 間4(脚 ) 24
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発病幼苗数/接磁幼冊数
アブラムシ各接唖幼耶当り5匹
桂庵吸汁時間 a)24時臥 b)4時間.C)1時間,d)2時間,e)3時lFJH
第 2表 キt=/クビL/アプラムシによるコム草氷菓ウイルスの伝搬 (壕慾吸汁時間)
芸 始 警 検 定 椎 物
検定柵物 上で の吸汁時間 (時間)
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発病幼常数/超値幼曲数
アブラムシは各接唖幼西当り5匹
雄和吸汁愉til a)241射乳 b)1時RHLl.C)2岬帆 d)3時間,e)4時間
,l]';しなかった.ウイルスを保毒 したアブラムシは 1時間以上捷全幼前を加害すれば ウイル
スを伝搬することが仰 明した.
77ラムシのウイルス保毒期間 ウイルス保 flj･7プラムシを新 しい検定植物幼Iy]Lに編 目
移 しかえ,アブラムシの ウイルス舵jb欄 間を調べた. 第3表に示す ように,WYLV は 2
E1日まで移されたが それ以後は移されなかった. 1971年の実軌では 3日目以後に 葉先だ
第 3末 キビ,/ビレ7プラムンによる:Zムギj:li薬ウイルスの伝搬 (保謝 抑hL】)
実 験 移 し か え 回 数 (毎日1回)
検 定 仙 物
聞始 日 1 2 3 4 5 6 7
'719,2 コム ギ出林52号 LI/5 1/5
'7l.9 7 オオムギ五畝凶行 3/5 1/5
'71,9,7 コム ギ比林52弓 3/5 1/5
721012 エソ/:ク Pendek 4/8 2/8
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発病幼酋数/LH柾幼苗敬
アフラムソはあらかじめ柄細物上に24時間放朗して保i'Liさせ,毎日1回24時間ごとに新しい
常に移しかえた,アブラムシほ各敵組幼ihJ当り5匹を旺胤
*屈折視察でひも状粒子なし,発光だけのBl=化は進展しなかった.
榊これ以後は供託アプラムシ数が減少した,
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けの哉化菓枯れ症状棟が出現したが,'花押観察でいずれも WYLV は検,Hjされなかった.
また,とくに調査した3株の病個体は逓蒋切片観察で綿部組胞に BYDV と見られる球状
粒子の銀塊が認められたが,ひも状粒子は検出されなかった.Lたかって,これらの病腫
物 (3日E]以降移しかえ接種で発病し,非先だけに訴化が見られたもの)は BYDV によ
るもので,供試した接稚源植物は WYLV と BYDV の混合蛸独株と考えられた,-J',
1972イFの実験では3日日以降での発病はナ亡く,乍抑 こ用いたウイルス源柄物に BYDVの
氾7亡はないものと認められた.
4. WYLV の寄生性
WYLV はコムギ,オオムギだけでなくエソバク,ライムギ,イタリアンライグラス,
およびカモジグサにも発生するが,とくにエソバクおよびライム車での症状はコム車,オ
オムギの場令と同様に轍しかった.コム半,オオム牛の病微については次項に記述する.
キビクビレアブラムツを用い下記の各地物幼郎こ対し移稀試験を行なったところ,との
柄物にも発病が見られた.コムギ (姓休52-写,シラサギコムギ,Tema)(図版Ⅱ;B),
オオムギ (五畝四石,樺太在米),エソバク (Pendek諭す進,E]向改良黒,ビク ト1)-),
ライムギ (ペ トクーザ)イクリ7ソライグラス,カキジグサ.これら柿物の搾唖による病
徴はほぼ自然発病のものと同質であった.
liR場で感染したエソ/くクは非の赤変が特徴的であり (図版Ⅰ;C),病英は軽赤色に変
色して下葉および薬先から枯れ,病棟は萎縮する,晶和によってはほとんど出船に至らず
相死する場合があった.摺鉦発病のものは赤変の度合がやや少なく,基の内側への巻き込
みが見られた.ライムギでは柴にコムギと似た朗化症状を生じて薬柵れとなり,穂にも枯
れ熟れ状態が見られた,イタリアンライグラスては兼の赤変と内側への薬巻き症状であ
り,カtー-ジグサではあまり鮮明でない非の戯化症状で,えそを伴なう場合も親祭された.
5. コムギ,オオムギの圃場での病徴,とくにひも状粒子の存在と病徴との関係
1971および1972年の観察から,当研究7抑刑場に発Jlこした哉化病徴は コム半,オオムギ
と～い二大別して2彼方iの柄徴製のあることか認められた (図版工;A,a:Lxl版lL;A).
1鶴は薬先からの開化症状の進展が早く,j-':身全面が訴白化して非先から枯れる.さら
に兼印も荊化し,糞榊や程にはしばしば槻色のえそ班を/たじろ.このような症状を/-示す基
の租は紡,巴の芯化に始まり.稔梁不良のせま枯死したり,粘れ頼れ状態になる (W鼎).
他のタイプ (B型)は典先から芯化が始まるのはW型と似ているが,架身基部に向って
の病故の進展は.転そく,薬全面が一様に'l'‡化するl山よ少ない.胡化部分は重光や薬線から
枯れる,兼鞘部分にまで病徴が広がることは少ない.コム半では1二脈聞だけが款化し,緑
色の網状になる場合も多い.(この緑色縞症状はW型でも見られることがある.)オオム半
ではコムギの場合よりさらに進展のおそい薬先と盛緑の萌化に止まる場合が多い.
1羽場でこれらWおよびB型のどちらとも判定できない症状がかなりあることはもちろん
であるが,rtT6盟を含む哉化症状は4月初句から発生し始めて次第に増大し,出願)掛崩から
柄政はさらi･こ顕著となる.この傾向は収挺)明まで続くようであった.収碓期近くなると,
とくにコムギの場合,W型症状と正常なま熱哉化との区別は困難になった.
第4表にオオムギおよびコムギの軸場での病散と WYLV 粒子検出とのLiJ係をjlこした.
調整した オオムギ,コムギの各品範で,B型の症状からWYLV が検出された例もある
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第4表 FliBl掛こおけるオオム車,コムギの柄 軌 と WYLV粒子怜出との関係
親 祭 n 粁 木 桶徴の型 ｣准将病純 観察歩数 粒子検出茎数
･72･510 オオムギ 6晶和 B･Bw?･R 十
･72･511 コ ム ギ 10.W･TT 私 Bu?,? 十
'72.5.12 シラサギコムギ B.B?W
??
?
?
??
?
?
B,主として鹿先だけの=i'LI:化,贋枯れ R,亦変非 W,薬全面の.b'i化,-1E･枯れ
雛 5表 WYLVによりiLi槻後l上非から発病し始めたコム車に料ナる病状の進展
調 査 日
1972年 病 徴 所 見
5月 16U 止柴全面葡緑色とTLる.
5 20 止発令而戯変し,燕先から枯れ始める.止僻 樹の芯化が始まる.
5 23 止柴Jj-1g先からtfJ2/3が枯れ.邦柵全体が;Ji化.砧の訴化
5 26 止ijt_E･だけでなく令弟柿取 枠に褐色の変色,粕の枯れ取第
5 29 食茎完全に枯死
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6 10 収 軽 日(当J刻F]l場)
5月16日児柄の6茎についての観察.6茎すべてIl引滋の経過をたどった.
が,その頻度は少なく,W型のものからはほとんど確実に WYLV粒子が検出された.こ
の結果か ら WYLV はW型桁数の主因であると考えられた.
コムヂ (シラサギコムギ)弧協で 1971年 5月16EIに止薬にW塑 病徴が 現われ始め,
WYLV 粒子の確認された韮 6本7i,選んで,それ以後の病断進展の鮮過を観黙 した. その
結果,第 5表に示したように,どの雀 もまったく同様の経過をたどり,周関の無病放茎や
B型病状某が収艦JUlに入るよりも早く枯れ熟れ状態を経て枯死 した.
6. コム半,オオム半の接種試験での病徴
キビクヒレ7プラムシによりWYLVをコムギ幼馴こ接健すると接椛後約 2週間でよく
展開した若輩の東光か らカ‡化が始まる場余が多い.粟身中位か ら-).相iへかけて病散の出始
めるものもある.この瀧化は薬の一部分に止まらず急速に菓全面に広がる場合が多く,柄
集は古 くなると,多くの場介染光か 射 lA了れる.-LS:化柴は全面血円勘Jj色になる場合,斑紋状
態を経て茂白化するもの,赤紫色の変色を什な う場合などがある.発病植物はJtL青が著 し
く阻報され枯死するものもあるが,のちにいり復して,生育開票は残 りなが らL輩に茄化ili;
状を示さないものもある.
オオム半ではコムギと同様に薬の満化が遊行するが,コムギの場合ほど鮮かな苛白色と
ならず,病辛の柿死もややおそいようである.病帖物は萎揮 し直蛙のものは情死する.悼
症のものはのちにlu復して上乗の哉化症状を示さない.
7. WYLV がコム半の稔実に及ほす影響についての予備的調査
WYLV 感染植物は薬枯れ症状が顕著な頃合が多く,とくにエ ソバクでは 出穂に妻 らな
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い場合があるほどで.発生粒度によってはコムギ,オオムギ,エソバクなどの収丑に影哲
が大きいと考えられる.そこで,コムギの収出に対する本病のW/鞘を知るために予備的で
はあるが調Tj:を行なった.
1972年5月1日以降.当研究所内のコムギ圃 場 (シラサギコムギ)で病徴の 発現時期
別に20租ずつまとめて 18.7･本として 調布を行なった.調光区は第6表に示した_.収穫 し
碑 6衷 WYLV 発F卜がコム半の収漣におよはす3㍍一I.,の予備.77.]-1F_(1972'LF)
調査lF.'秤 :シラサギコムギ
調 査 区
No.1:5月1日
No.2:5月1日
No3:5月19日
No.4:5月24日
YD :5月19日
H :5月24日
収 懲 1.6月1日
すでに止薬およびF兼に病徴,ただし,ま7こ捕れてしまっていたい拙
止水だけに黄化横臥 薬枯れ前
止薬ほとんど脆化
〟
薬先だけの新化.薬全面に冊ヒが進展していないもの
現在での外観健全稚
No.1,2,3区の大部分
6月6日 残り全拙
依子の織庄:20枇ずつまとめて日17-irJ.AiIとし,N0.1は3trIJ.本,No.2(5T,'J二木).No.3(7
P,tI吉本),No.4(4脚本),YD(ヰer,u;),H(5標本)
た穂は 1穐ずつ 手で 注意深 く脱粒 して 乾燥 し,20穂をまとめた各便本の全粒症,粒径別
重巌を測定 した.その結果を第 1,2図に示 した.
調査成雛によると,収穫前約 1ケ月の抑 こ1I=掛 こ病徴が始めて発現 した穂 (No.2区)
で稔乗が極端に不良であり, 外観健全区 (5月24日現在)の100粒irfが 3.77gであっ
たのに対 し1,09gに しかすぎなかった. さらに,Tf_2.2mm 以上の粒のfB:冊が 全体に
?
?
? ? ? ? ?
??
? ? ?
??
占めるrltEIJ斜ま約 20%,2,5mm 以上のよく稔'Jjさした
1 粒の市批 4･7%に しかならず,会場桝 70%は伴
･q径■■(2.2rnm∈≡∋2･2･2･5mm⊂=コ)2.5mm
og o暇
i Nol
NctlNQ2No3NQ4H YD
調 査 区
第1回 WYLV 病シラサギ=Z
ムギの発病時期別にtral.)
べた20拙当りの全粒屯
(測定値の梅田二blび平均値を
示す,附査区は解6衷参僻)
No2
No.3
Nod
H
YD
祈2J到 WYLV病ノラサギコムギの発柄時期
別に調べた粒径別の純Fはf心七串
(2CI楯当りの平均心.'!百分比.小堺在区は第6
蓑参脱)
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1,9mm 以下の放棄不良粒の垂並であった.一九 5月24日に止躯の黄化が始まった区
(No.4rJ:)では外観馳全区 (最終的に健全であったとは云えず,5月24日以後の観察
で発病 したものもかなり含まれていた)と比べて20穂全粒並では やや劣るようで あった
が,2.5mm 以上の良質粒の占めるiTiLi:比には豊が認められなかった.B型のは状で YD
とした圧では20穂全粒血 大粒の占める屯托比ともに No.3区と同程度のように見受け
られた.
8. WYLV の先生と分布
1971および1972年に WYLVは当研究所内の コム半, オオム羊, エソバク, ライム
車,イタリアンライグラス,カモジグサに発Jiすることが確認された. 1971年の調査で
はWおよびB型の区別は明らかでないが,当研究所に叔培されはコムギ品種 355全部に黄
将 7公 判批難枯′れ症状の-Jム単品馴こおける発生
(1971年 岡山大学Lf詮議生物研究所肺臓)
調 査 日 m JyJ
6月6-7日 北 (帆)
6月 5 E1 両 (田)
発 生 程 度
土.一十 1十一竹 林ノ-榊
0 5 147 75 227
0 3 48 77 128
品 概 数 .汁 0 8 195
-～冊は発生の石楓 多少を示す
化薬枯れ･症状が見られた (第7
表). 1972年の調査では206品
種のコムギ,250品種の オオム
ギで第8蓑に示すような流.化症
状の発生が認められた.
当研究所 (倉敷市)机近以外
で は 岡山県 総社市の カモジグ
サ,岡山県債澄試験場内 (赤磐
郡山隣町)のコム軒113'よびイタ
リアンライグラス,愛媛県Eli繋
試験場内 (松山市)のコムギお
よびオオム半に発生か認められ
152 355
弟8Jk,武化At:-枯れ症状のコム半およびオオムギ品都
における発什
(1972年 岡山大学雌釆生物研究所相似)
判 定 柄 徴 コ ム ギ オオムギ
WjLイブ
rlij上司､確rAiまたは党/iiなし
Bタイプ
伺｣一小胞実または発生なし
判定不他または発生なし
.IShlE品概数
?????
246
3(判正不能)
206 250
コムギ:｣ヒl洞卿 (畑)
5月17日允iLl.月並
オオムギ:南此1場 (EU)
た.岡山県曲試での発生は也め
て少なかったが,愛媛頻出武では畑の一部で刷辺部にややまと とった先生か認められた.
木ウイルスは調盤が進めはさらに各地に分布するものと考えられる.
考 察
オオムギ,コム平に哉化および萎縮鎌状を生 じ,エソ/(クに redleaf症状を示すウイ
ルス病 としては barley yelow dwarfvirus(BYDV)(8･IJ)が知 られている. 日本で
55巻 (1973)
は鳥山,与良 (1972)が カモジグサの炭化症状 および エソノミクa)redleai症状陳から
BYDV を分離して報告している. しかし,オオム牛やコムギの輩化症状と BYDV との
i英和こついては つまびらかにしていない.本戦の WYLV による痛故は コム牛,オオム
軒で蛮化 葉枯れが特徴であり,また,エソバクで redleaf症状を生じる点から見ると
BYDV による病徴にかなり似ているものとlJ:える, しかし, ウイルス粒子は BYDV が
径約 30nm の球状であるのに比べて,WYLV は従 10nrn,長さ 1JL以上の極めて淡
いひも状であること,BYDV が各i.Ji77ラムシて永続伝搬されるのに比べて,WYLV
はキビクビレア~ノラムシで半永縦的な伝搬と考えられることの2点で両者は明らかに別鶴
のウイルスである.
本棟の実験親祭に用いた材料の中には,十分な同定実験は終っていないか,BYDV と
考えられるウイルスとWYLVとの虎視感染材料があった.このような対料からほBYDV
梯ウイルスは 保毒7プラムシの長糊l洞連rl移しかえ掩柾で 単独に取り出す-fLができ,普
た,WYLV は3-4時間の独得吸汁の直後に3-4時間の接種吸汁伝搬を行なうとJfによ
り埋独に取 り出す事ができたと見られた.こうして収り出した両ウイルスのコム辛での接
廊病数にはRJ]らかな差異が認められた.BYDV 様ウイルス嘩独感染の壌令は集光のごく
一部だけに講化症状が見られたが,多くの場合,病徴の進展はあまりなく,のちに展開す
る上薬i･こはまったく病徴を生じないものが阜かった.この症状はiB]場でのB型症状に対応
するものと考えられた.さらに,E胡助でのB型症状鰹木からは電顕概容で WYLV粒子uj
検出されないものが大部分であった点もあわせて,薬先の哉化症状の進展がないか,また
は進展が新著でない病徴は壬として BYDV 様ウイルスによるものと考えられた.
ウイルス粒子が径10nm 前後で屈曲した良いひも状のウイルスとしては beetyellows
virus(1.25〃･)(.･2･13･-8) citrustrisleza virus(約 2〃′)(7･10･15),carnation necrotic
neckvirus(1.4-1.5IJ,)(1),ゴボウのウイルス,Bd-F (約1.7〃′)く3),Feslucanecrosis
virLIS(1.725〃･)(14)が従来報告されている.これらはいずれもアブラムシで運ばれ,伝
搬様式は半永続的とされているものが多い(3･4･10･L3･16). これらのウイルスの中でイネ科植
物に発生するものは ヨーロッパ の FestucanecrosisvirLISである.この ウイルスはイ
クリ7ソライグラスにも発生しエソ/ミクを侵すが,オカム車には惜敗しないと されてい
る. コムギやオオムギからは この擬の形態のウイルスに ついてまた報告されたものはな
い.したがって WYLV は末記録の新ウイルスと認められる.
本邦の予備的な調査から WYLVがコムギの稔実に影響を及ぼすことが判ったが,コム
ギだけでなく多発すれば各鹿ムギ蜘 こ大きな勘 if-を生じる可能性が高いと考えられた.
WYLV のJLh'･主掩肌 媒介虫の(1.相,伝搬様式,各種植物での BYDV との痛飲の区
刺,ム単軌の品種反応など,木組で十分njjちかにされなかった点も多いので,さらに今後
詳緋を研究する必要が残されている.
摘 要
コムギやオオムギの茶化斐枯れ症状株から1椛のウイルスを分離して調べたところ,こ
れは未記録の新しいウイルスと認められたので コムキ用架 ウイルス (wheatyelowleaf
virus,WYLV と略記)と命名した.
JX,学 研兜
WYLV 粒子はLxtlOnrn のひ t,状 で 兵さは 約 1.6-1.85/lのものが多かっL PTA
negativestain試料でウイ/L,ス粒子に 版縞が,iJL.められ,らせん梢造が批測され/I. ギ恨
ウフニノLによる negativestain.J津十につきilIfJ足 したとこ,3てはこのらせん胤桁の､｢･均は
約 3.4nm であった.過納 切片観'fl弓でウイルス粒了は感製薬の細部だけに認め られ 細胞
内に散在するもの,粒子束となるものなどがあ り,細胞内帥全体か粒子搬塊で満-/=されて
いるものもよく観蛮された.また,郡部にはえ妃鰍目地が普通に認め られ-/I.
WYLV はキビクビレアプラムシ (RhoPalosiphumr.naidis)で選ばれ,半永続的な伝搬
様式と考えられた.媒介虫は短時間の吸汁751･Lウイルスを連関 しなかった折 柄植物を3
時間以上吸汁 して伝搬力を持つようにli:I),保 Ihi虫は触全-u]-を 1時間以上吸汁することに
よりウイルスを伝搬 した.また,'Rr掠虫は連 ｢l移 しかえ抜髄で 2日目までは伝搬ノブを保持
したが,それ以後は伝搬 しなかった.木 ウイルスは汁液接範で移されず,種子伝効も認め
られなかった.
本ウイルスはコム#', オオムギだけでなく ライムう′, エソバク, イクリ7ンライクラ
ス,およびカモ.)グサにも発生 し,これ らの植物はアブラムシ接勧試験でも感受性が確か
められた.コムギヤオオムギでの病徴はj1-.として薬先か ら兼全面,紫紺と進行する戊化と
糞枯れが特徴である.自然発病では穂が粘れ納れ状態となった り,被書芸全体の枯死に至
る.エソ/:クやイタリアンライグラスではL'引ヒの代わ りに赤安楽 (red leaf)とな り,と
くにエソノミクでは薬粘れも朗著である.
畑で見られた コム車やオオム車の筑化症柑 まどちらとも判定のつかない場 合もあった
浴,大別して2弐射こ分け られた.盛の弘化,非礼jVJ_)病状進行の■両 ､ものはtとしてWYLV
によるものと見 られ,柴先か らの哉化が全面に広が りにくいものは工としてbarleyyellow
dwarf様の球状ウイルスによるものと考えられた.予鵬的調査の結果,WYLV は発生が
多ければ コムギの収血に大きな形71'-.を及ぼすことが推測された.
本ウイルスは岡山娠商都のほか愛媛県でも発生が確かめられた.
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図 版 説 明
図版 I
A) 閥妙 二発生したノラサギコムギの黄化輿枯れの病放ヲPJ.右から5柴)lL,土W型 (主として
Wheatyelowleafvirusによるもの).左から2At_廿 はB型 (主として Barleyyel一ow
dwarf梯ウイルスによると見られる)
B) 剛秋に発生したシラサギコムギの租における萌化柴枯れ症帆 主として Wheatyelow
leafvirusによる 1J端は撫病等
C)甜JS,に発生した工./バク (Pendek)の redleaf症状
図版 Ⅱ
A) コムギ武力ti-ウイルスによるオオム半の横位 品種,赤神力. 自然発病.止兼.符,糖の
茶化.右端は如病槻
B) 7プラムシ接桃によるコムギ (/ラサギコムギ)盛の黄化
C) コムギ荊IREウイルス病株 (ノラサギコムギ)に生じた抑子の粒径別標本. 本文.第2回
参,Hfi.
D) コム=r-き1襲ウイルス粒子 PTA negatlVeStain試札 ,tJ.1線の長さは 100nm
E) コムギitl共ウイルス粒子2%uranylformateによる negativestain試料 黒線の長
さは50nm
rg版 mWYLV 粒子塊で満たされたコム+J炎師部細胞
A) ,J洪線の長さは lIL
B) Aの部分拡大.ひも状粒子の併噺おi:び斜断面か見られる 黒線の長さは 025/i
図版 ⅠV
A) WYLV 粒子か散在するコム+'娘織部の細胞 .EJさ練の長さは 1FE
B,C) コムギから険出された barleyyelow dwarfvlruS様の儒部細胞内粒子集塊.無
線のl～さは0.25FL
B) 13]場発柄萌化コムギから倹11されたもの
C) 77ラムシを用いた辿日移しかえ楼都試験で.5日目接種のコムギ苗 (菓先1=けの茶化)
から倹LJされたもの
55巻 (1973)
I
???? ?
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図 版 IV
